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１ 市民局 

項  目 内       容 

 

１ まちづくり活動

初動期における講

師派遣等支援事業 

【市民活動推進課】 

 

 

 

１ 見直しの方向 

平成２６年度をもって廃止してはどうか。 

 

 

２ 事務・事業の概要 

各区役所が、市民との連携・協働の下、地域特性を生かした個性豊かで

魅力と活力のあるまちづくりを推進するため、各区地域起こし推進課にお

いて、平成２２年度から「まちづくり活動初動期における講師派遣等支援

事業」を実施している。 

※まちづくり活動初動期における講師派遣等支援事業 

  対  象：３人以上で構成する団体 

  支援内容：勉強会やワークショップへの講師派遣、活動に必要な消 

       耗品等の物品の提供 

  支 援 額：１団体につき５万円以内 

 

 

３ 見直しの理由 

平成２４年度に創設した「区の魅力と活力向上推進事業」により、各区

が初動期も含めた柔軟なまちづくり活動支援を行っており、まちづくりの

初動期に特化した当該事業の利用実績が少なく、「区の魅力と活力向上推

進事業」で代替できる。 

 

【講師派遣等支援事業の利用実績】 

 ・平成２２年度：実施なし   決算額     ０円 

 ・平成２３年度：実施２区２件、決算額  ８万１千円 

 ・平成２４年度：実施１区２件、決算額  ９万７千円 

・平成２５年度：実施２区２件、決算額  ８万円 

 

【「区の魅力と活力向上推進事業」での初動期支援実績】 

・平成２４年度：実施３区３件、決算額 ４２万円 

・平成２５年度：実施４区７件、決算額 ５２万８千円 

 

 

４ 平成２６年度当初予算額 

７２万円 

 

 

５ 見直し効果額 

平成２７年度 △７２万円 

 

 

 

【総務関係】 
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項  目 内       容 

 
２ ４０代からのメ
タボリックシンド
ローム対策支援事
業 
【スポーツ振興課】 

 
１ 見直しの方向 

平成２６年度をもって廃止してはどうか。 
 
２ 事務・事業の概要 

生活改善のための運動指導や食生活の指導等を行うことにより、メタボ
リックシンドロームの予防・改善を図るとともに、継続して運動を行うた
めの動機付けとする。 
⑴ 対象者 

      年齢が４０歳から７４歳までの人で、腹囲が男性８５cm以上、女性 
９０cm以上又はＢＭＩ（肥満度）が２５以上の人 

⑵  内 容 
  ア 個人面接（体組成測定、運動プログラム・食事指導） 
  イ プログラムの実践（４か月間）・評価 
   (ア) 家庭：運動・食事指導の実践 
     (イ) 実践状況のチェック等 
⑶ 定 員   

   １６０人（１０人×８区×２回） 
 
３ 見直しの理由 
⑴ 本市の広報誌やホームページ等への掲載により広く参加を呼びかけて
いるが、参加者数は定員の半数にも満たない状況が続いている。 

区 分 定員(a) 参加者数(b) 差引(b)-(a) 

平成21年度 160人 53人 △107人 

平成22年度 160人 74人 △ 86人 

平成23年度 160人 61人 △ 99人 

平成24年度 160人 50人 △110人 

平成25年度 160人 77人 △ 83人 
⑵ 現在、メタボリックシンドローム対策に係る同様の事業を公益財団法
人広島市スポーツ協会が自主事業として実施していることから、当該事
業を代替できる。 

【スポーツ協会が実施している自主事業（平成２５年度実績）】 
≪各区スポーツセンター、プール≫ 

区 事    業    名 
募集

人数 

開催 

回数 

延べ参

加者数 

中区 メタボ予防 20人 年 1回 9人 

東区 健康づくり教室 20人 
年 3回 

(5教程) 
55人 

南区 朝の健康トレーニング 24人 年40回 588人 

西区 メタボリック予防 16人 年 1回 14人 

安佐南区 
燃やせ体脂肪！ボディコンディショニング編 20人 年51回 1,245人 

燃やせ体脂肪！ボディシェイプ編 20人 年49回 650人 

安佐北区 ヘルスサポート事業「メリハリボディになろう」 30人 年38回 906人 

安芸区 メタボ対策減量プロジェクト 12人 年23回 276人 

佐伯区 チャレンジスポーツ 20人 年 8回 120人 

 
４ 平成２６年度当初予算額 

３３万円 
 
５ 見直し効果額 

平成２７年度 △３３万円 

 


